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賛成か？  反対か？  
どちらかと言えば反対。
欧米流の市場原理に貫徹された
システムのみがよいと思わない
日本のシステムの良さもある
良くわからない法人への移行には不安がある
私的コメント
国立大学に席を置いた教職員は
国立大学法人に自動的に継承されている。
だから、高等教育と学術研究という
将来の資産形成・運用について
２１世紀のわが国のために
絶対に誤らないように
努力する責任がある。
法人化に伴って大学運営において変化した
 典型的な現象１
学長（理事などで構成する執行部）のリーダーシップ発揮
 という大義名分の下に「トップダウン運営」が急増した。
この現象は、各部局の執行部にも波及している。
（全てが悪くはないが、教育研究現場は混乱している？）
従来の事務プロセス等をそのままに、とにかく新しいこと
 を進めようとするので、現場の教員・職員とも極度に多忙
 になっている。
（新計画の「結果責任」をとる仕組みが殆どないことは問題）
法人化に伴って大学運営において変化した
 典型的な現象２
大学で行われる学術研究としての謙虚さが失われ、研究
 費獲得が目的化している傾向
高額な装置でデータをだすだけの研究・アウトプットが得ら
 れやすい課題への寡占化傾向
流行に迎合した「役に立つ研究」への偏重とマスコミへの
 過度な公表傾向
（評価指標に、外部資金獲得額を優先してはいけない）
これからの大学運営に求められること
 （私的コメント１）
１．各組織の特性に適合する多様な対応および「教育
 
優先」の意識に基づく運営
２．組織の将来を見通す広い視野および事務プロセス
 
改革等に対する責任を着実に果たす運営
３．トップダウンとボトムアップの協調の仕組みを確保す
 
る運営
（現状：素人集団の執行部が一生懸命やっている）
これからの大学運営に求められること
 （私的コメント２）
１．大学である限り「教育優先」が最も重要である。
（大学が人材養成に責任をもつことを前提に、社会は大学教員が
 好きな研究を行うことを容認している）
２．企業が大学に「すぐ役に立つ成果」を求めてはいない。
（実用化や産業化に力を発揮する人材の養成に期待している）
３．大学は、その時代に代表される価値観と一定の距離
 を保つ機能があることを忘れるべきではない。
（その時代に主流となっている考え方等に対して、異なる見解を提
 示できる自由な役割が大学にある）
後輩の皆さん方へのお願い
• 常に「大学らしさ」を失わないように心掛け
 て頂きたい
• 学術の良識・研究者の良心＝モラルを大
 切にして頂きたい
• 参考：「研究者の作法ー科学への愛と誇りをもってー」
まとめ
• 長い間、たいへんお世話になりました
• これまでのご支援・ご協力に対して、心より
 御礼申し上げます
• 皆様方の健康と研究のご発展を祈ります
• そして、多元研及び東北大の益々の発展
 を期待しています
